
和歌山の観測資料からみた近畿周辺の

地震活動域について*

~ 1 はしがき

この調査はさきに気象地震課から提案のあった「地震

予知のための予備調査」に相当するもので，和歌山にお

いて観測された地震観測結果のみを資料として近畿及び

その周辺における地震活動域について調査したものであ

る.調査の基準並にその要領は測候時報(1)第26巻第9号

に掲載されてあるものに準拠し調査結果はそのままら列

するにとどめセなん白かの考察を加えることは差L控え

た.それはこの調査から過早の論をうむ危険を恐れたか

らである.

調査中地震活動域の分類に当・つては資料が少いのにやや

細分化しすぎた点があるかもしれない.しかしこれは今

後他の資料と比較調整することによって最終的に分類を

することにして今回は将来の調査の基礎資料とし、う意味

好 力

550.340.1 

から特徴の相異により分類し得るものは分類するように

した.

和歌山における地震の観測業務が開始されたのは明治

21年7月1日ミルン鑓形地震計によってであるがウイヘ

ルト式を以て本格的に観測が始められたのは昭和6年 3

月10日からである. しかしこの観測も昭和20年7月10日

の空襲で地震計，記象紙共に焼失してしまった.戦後昭

和21年7月ナレス型強震計，昭和22年2月簡単徴動計，

昭和26年10月石本式高倍率地震計，昭和27年11月1日よ

りウイヘルト式地震計で観測をはじめて現在に至ってい

る.地震計室も再三変ったが配置方向は変っていないの

で略すことにする.本調査に使用した資料は中村式簡単

微動計と戦前，戦後のウ子ヘルト式地震計じより観測さ

れた昭和2年4月より昭和37年12月までのもので第 1表

に各地震計の常数を示す.

第 1表常数値

地震計名 |成分|重官質量|倍率 lF2| 官~I 告u振度|
中 キナ 式 17 30 5.8 (0.02) 2.0 S 12. 1. 1 

戦
ウイへノレト式 南北動 200 75 4.9 (0.01) 6.6 " 

" 東西動 200 83 4.9 、(0.01) 7.8 " 自リ

" 上下動 80 81 4.1 (0.01) 11 

守E

戦
ウイヘルト式 南北動 80 60 3.5 0.2 8.0 S 28. 1. 1 

11 東西動 1/ 60 3.5 0.2 8.0 11 

後 1/ 上下動 11 50 5.0 0.2 8.0 11 

~ 2 地震記象型からみた地震活動域について

この調査は「地震予知のための予備調査AJに相当す

るもので，昭和27年11月 1日より昭和37年12月に至る間

の震源の深さ 100km未満の浅発地震と 100km以上の

* T. Miyoshi: Investigations of Seismic Activity 

from Seismograms Obtained at Wakayama (Re司

ceived May 24. 1969) 

料大阪管区気象台

( )は摩擦係数

深発地震について前記調査要領に示されている条件にか

なうもののみを調査の対象とした.また震源地及び深さ

は気象庁地震月報及び大阪管区気象台発行の地震月報に

従っfこ.以上の条件のもとに取り扱った資料は深さ 100

km未満の浅発地震については総数89個である.この資

料の記象型をP波，S波など各相の出現のしかた，振1幅

や周期の相違などに着目して10種め基準型をきめた.第

1図はこの分類型を示したものである.各型の特徴につ
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寸t(l~仙例制刷、叫ん

A型 1962年11月15日 18時27分和歌山局発

震度 2 P~S 1. 9s 

吋榊伽印~
r 

OU1~~仙船舶，~~-.;...，.....

糾~~_'l-.川!
D型 1957年10月6日12時18分

J 刈 岡山県南岸 34.60N 1340E 
ヱ~I ， 震度 oh '10km P~S 13.0s 

U. 
C型 1957年 8月22日04時14分徳島県

南部 33.80 N 134.30 E 
震度 2 h 10km P~S 16.5s 
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湾 35.80 N 135. 80 E 

震度 oh 20km P~S 22.7s 
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一吋幅削い~

G型 1957年 7月4日21時31分紀伊半島南東沖

32.90N 137.10E 震度 oh 40km P~S 25.08 

I\~ヤ品川哨川伽制作州

I型 1963年10月4日08時25分日向灘

3l. 90 N 132.20 E 震度 oh 20km P~S 1m2.18 

_IL斗 帆w叫制伽制刷州吋一州i

一町一~伽叶一
ーー-IJ圃・ーー一- 可骨咽輔、""^-同-内相ヤ『官会

H型 1960年 5月11日08時17分周防灘

33. 90 N 131. 90 E 震度 oP~S 30.28 

刊九州酬の~rN川川V^.~

~~~~いN州川州v\川v
ト川~ff州刷帆トー

第 1 図

いては第2表を参照されたい.第2表は記象型別に震央

地名，P~S(秒)，震源の深さ及び各記象型の特徴をも

とめたものである.又各型ごとに震央をプロットしその

分布図と発現地域を示したのが第2図である.次に深さ

100.km以上の深発地震については総数8佃で前述の要

各事Z定型の~央骨守t'!l:堤治両(，寄主き ) h < IOOKM 

T屯 q'l

・。"'.A・臼田火箇@

A BC Dl'.下<tH1 J 

2，wu…" 

第 2図各記象型の震央分布と発現地域(浅発〉

h<10km 

領で基準型を 4種にきめ，それを示したのが第 3図であ

る.第 3表にその特徴を示し，第4図に各記象型の震央

分布をプロットし，発現地域を示した.以上浅発地震，

深発地震と分けて調べて見たが資料が少く決定的なもの

は認められなかった.これらの各域が単位活動域に当る

ト M州十一一
-5一例ω蜘吋~
p 

U 

A型 1957年 7月22日19時16分三重県中部

34.40N 126.30E 震度 oh 350km P~S 36.4s 

一一-"--一一~吋州内協ψ←一一一..，r，一一

一~一-íi~

L‘町、.伊--、，百ー、ノ、、崎-、./、』喝

B型 1962年 1月26日14時22分八丈島

32.20 N 138. 50 E 震度 oh 360km P~S 50.48-
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.~-←ー→一一一{叫一一7一一

一一一品品川州川柳~~~~A..，.，....……一一

一吋叩…~州州州Ñ~VN川い'---'v~.....，...，一一
D型 19oO年 5月18日15時36分奄美大島北東沖

290 N 1300 E 震度 oh 100km P~S 1m50.08 

C型 19oO年10月8日14時53分 日本海北西部

400N 1300 E 震度 oh 650km P~S 1m32.28 

第 3 図

第 2表各記象型分類表(浅発) h<lOO km 

分類型| 震 央地 名

和歌山市周辺 0.4:..-.-5.0 。~20 和歌山局発地震の典型的なも Pの柱;， S相大休明瞭で、周期

A 淡路島付近 早く，最大振幅がS波の発現と同時に現れ振動の減衰が非

海南，有田市付近 常に早い.人体感覚が強し、割に規模は小さい.

和歌山県中，南部， 4.0~25.0 0~80 和歌山県中部及び紀伊水道付近の地震はP相S相共に明瞭

B- 紀伊水道及南海道一 なるも南下するに従ってS相不明瞭となる.周期やや長く

付近 振動の減表もおそくなる.局発地震程急激なショックはな

いが規模は大きし、J

深.さ
km 

ゴし一-=口 ，，、
伝
効 型 の 徴

C |徳 島 川 近 I7…|  。~40

高知，香川県の一部

瀬戸内海東部，岡

D 

E I~庫県及鳥取ー 7… l 1O~40 

F |大阪府京都府 1. 7…|  1O~30 
、 滋賀県岐阜県付近

G | 奈 良 三 重 県鵬 17…|  1O~70 
野灘付近

H |炉内向付近 120.0-45. 0 • 1O~80 

I !日向灘付近
1
45

.
0子川 20~80 

J |千葉県沖，茨城県 1 二45.0~…100. ハ01 20~70 
i恥福島県沖

|主に剣山付近の地震であるが，P相S相共に明瞭で最大動

、lがS波直後巳現れ，振動の減表が早い.

P相S相共に明瞭であるが遠くになればS相はやや不明瞭

となる.最犬動の発現がおそく P~S 時間の倍位の処で現

れ，振動の減衰がおそい.

|一一叫類似一大…m
早い.

-IP相S相共に明瞭で最大動は南北動が急激に「ピッ」と現

|われ振動の減衰は早い.

|山肌明町る悶は東跡蜘こ「ピツJ
と現われ振動の減衰が早い.

I~ 相.- S帆較岬で悶叫直後に現われ振動
の減衰がおそい.

|山相共明瞭特に?相の験問瞭のこ叫し
周期はP，S共に短かく，、紡錘型で振動の減表はおそい.

I~相 S肱川明瞭で肌S相が長く紡昨
振動の減衰がおそい.
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深さ
km 

第 3表各記象型分類表(深発) h> 100 km 

A l 二22片北E阜 刊叫3…5日ル…OμM山~斗叫4ω0.01 

|東一 lドい5.0ド … ~

C |日本海北部 ドo-i
D 1 lllGGI，'t &b l~ .1 110.0 j 

200~350 

360~400 

500~650 

100 

31/
J 3ι 

34~ 

h"d4
Q 

lab c 

第 4図各記象型の震央分布と発現地域(深発〉

h> 100 km 

かし、なかは今後他の面からの考察を必要とする.

~ 3 初動方向からみた地震活動域について

この調査は「地震予知のための予備調査BJに相当す

るもりで，調査の対象としたものは昭和 2年 1月から昭

和37-年12月に至る間(昭和20年7月より昭和27年11月迄

資料無し〉の総数 146個である.第 5図はこれら地震の

押し引きの平面分布である.図中@は押し， 0は引き

の地震を震央に記したもの，また震源の深さ 100km以

上のものは×印を付し， 100 kmより浅いものと区別し

た.第 6図に地域区分図を示し，第 4表はこれら単位地

名に発現する地震の押し引きの割合とその特徴をまとめ

| 記象型の特徴

1:相 s一日町波一一短カ
く振動の減衰が早い

1=キ陥る吋叩ー吋町相
に現われ周期早く振動の減衰が早い.

1=相 S…一れ期はやや長いが振動のi減暁表は早い.

lP開 S相一同町一一
なり周期長く振動の減衰はおそい.

質

-
H. 

が
F町

)1. 

;-. .... 
K 

M 

初動の押し引きの平面分布

第 6図地域区分図

たものである

押し引きの分布，東西方向の鉛直断面図は平面分布を

考慮、して(イ)(35. 90~35. 00 N)， (ロ}(34.90~34.0o 

N)， (ノウ (33.90 ~33. 00 N)の領域に分けて作製した.

第7図はその鉛直断面図で，横軸は経度，縦軸は震源の

深さ，点線域で囲んだ領域は第6図の地域区分図を対応

させたものである. この図からおおむね次の特徴が認め

られる.

(イ) (35. 90~35. 00 N) 

- 81-----" 
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第 4表地震活動の単位

位名

範 囲 初き動百の押分し率引
震 央地 名

I h附 合 I~I 計 1%
備ー 考

。N 。E

主に局発地震を対象とした.

A 和歌山市付近 34.0~34.5 134.6~135.4 0~20 9 14 23 61 淡路島付近に顕著な震源域が

あるようだ.

l 34. O~35. 51132…51 

ド4.6~35. 81133. 5~ 135. 51 

近

一

近

一

近

付

一

「

一

付

道
一
，
K
一
根

水
一
語
一
島

伊
一

t
一
山

紀

一

徳

一

向

兵庫鳥取付近

0~60.16 I 7 113 1 54 1顕著なものみられず

0~80 171 4111 1 641 

0~40 1. 2 1 5 1 7 1 71 I山陰側と瀬戸内海側に顕著な

i 、|震源域があるi

0~40 I 7 I 6 I 13 I 54 I山陰側と瀬戸内海側に顕著な

震源域がある.

浅発地震と深発地震が顕著に

わかれている. 100 km付近

に不連続面があるようだ.

F I 京都滋賀付近

G | 奈良三重付近 133.5----35.0 1135. 5~137. 51 ト 761 3 1 7 119 1 70 1顕著なものみられず

H | 瀬戸内海西部 133. 5~34~01131. 5~133. 0 I 0~80 1 4 1 0 I 41100 I顕著な震源域である

D地域では引きが多く E地域は押し引きが混在して

いるが， 134.3
0 
E付近を境にして分れている.またF地

域で、は浅発地震は押しが多く深発地震では引きとなって

し、る.

Cロ) (34. 90~34. 00 N) 

A地域135.0
0
Eを境にして西では引きが多く東で押し

が多くなっている.またG地域では浅発地震は引きが多

く，深発地震では押しが多くなっており F地域の逆とな、

っ・ている.

(ハ) (33. 90~33. 00 N) 

B地域135.0
0
Eより東では引きが多く西では押じが多

くなってA地域の逆が現われているが顕著ではない. C 

地域は押し引き混在しており特徴を見出しがたい.地域

は顕著な押しが深い処まで現われている.

次に押し引きの時間的傾向を調べてみたが余り良い

特徴がみられなかったので略す.宇津(2)が調べた方法で

震央に平行移動し震央のかたよりを調べたのが第 8図で

ある.これから特にはっきりしたものは認められないが

大体次の特徴が見られる.

イ 和歌山より南東，北西象限で、は左jこかたより，北

東，南西象限て、は右にかたよっている.

~ 4 地震活動域と走時曲線について

)(， 

130・ 135' 
L 一一」ー」

14<1・

第8図初動方向のかたよりの分布図

この調査は「地震予知のための予備調査CJに相当す

.るもので，調査の対象としたものは昭和23年 1月より昭

和37年 7月にわたる間和歌山から半径 500km以内に発

現した地震で深さ 80km以下のもので，資料の総数は

64個である.おのおのの深さ別と地域と地域別に和達，

益田の標準走時と実測値とのかたよりについて調査した

が，この調査に当ってその対象となった地震域の区分は

さきのB調査と同じにした.走時曲線図の縦軸には和歌

山において観測された初動の発現時から震源における発

- 83-
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震時(地震月報による〉を差しヲ|し、た各震源の深さ別に，

D<h壬20km，20<h~40km ， 40<h亘60km， 60<h豆

80km， と地域区分を入れた. h: 0一一20km， h: 40-50 

km， h: 60 km， h: 70-80 km， 8種類を作ったのが

第 9図と第10図である.図中交線で示したものが和達，

益田の標洋走時曲線でこの図から次の特徴が見られる.

S<1.~ 

7' 

52↓ 

40ト

10。

尺h.メ :11帆M"-''01<門

~l ..0.: 10剛

・:loKM~2oKM 
メ

zo。 30" 
一-A一一

(a) 

40。

10。
一- A一z一 j国

( c ) 

>001<刊

4ooKM 

イ. 40kmの走時曲線には大体乗る.

p.全体として和達，益田の走時曲線より遅れる傾向

がある.特に深い地震ほどその傾向が強い.

ノ¥B地域の浅い層 (h: 0~20 km)に早く出廷傾向

が見られる.

sa:: 

10。 正担。
一一-A 

(b) 

.A 絶滅、
。色。
ec:グ h. x: 10-aoKl"I 
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第 9図走時出l線図
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以上が和歌山の観測資料から得られた円也震予知!のた

めの予備調査」に相当する調査結果である.まえがきで

述べたように調査結果のら列にとと、めて総合的考察を差

し控え今後各地からの資料と比較調整すると共に資料を

追加してより良いものをり作たいと思う.
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